
平成２５年度 流域管理の取組結果表

．１０７（当初計画： ．１０２） 東北森林管理局No No

取 組 名 国有林材の安定供給システムを活用した資材の供給（継続）

流 域 名 庄内流域

分 類 番 号 カ－２２

実施箇所及び 庄内森林管理署管内
実施日 平成２５年８月～平成２６年１月

取組の背景及 素材の安定供給システム販売により、製材業者や合板工場に
び必要性 安定的な木材の供給を行うことにより林業の活性化を図る。

【これまでの取組内容】
平成１７年度に立木から素材へ全シフトし、素材の安定供給

システムを締結し資材を供給している。
取 組 の 内 容

【平成２５年度の取組内容】
素材の安定供給システムの体制を強化し、国有林材の安定供

給を図る。

国有林担当 署業務Ｇ資源活用担当、森林管理局資源活用課
部局・役割

連携協働相 林業事業体、大規模合板工場等
手先・役割 （資材の安定確保による販路の拡大）

取組の結果、 計画的な素材生産事業を展開することにより、より一層の販
反響、今後の 路拡大や国産材の需要拡大に貢献できものと考えている。
課題等

ＰＲの実施状 東北森林管理局・署ホームページ、秋田木材通信に掲載する
況及びその期 とともに、関係業者等に対して周知等を行ったことなどにより
待する効果 販売促進が図られた。



【 参 考 資 料 】

取 組 名 国有林材の安定供給システムを活用した資材の供給（継続）

フォワーダによる巻立て状況

巻立て後の状況



平成２５年度 流域管理の取組結果表

．１０８（当初計画： ．１０３） 東北森林管理局No No

取 組 名 地域のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ等での森林整備等に関する普及活動（継続）

流 域 名 庄内流域

分 類 番 号 カ－２４

実施箇所及び 鶴岡会場（鶴岡市小真木原）平成２５年１０月１９～２０日
実施日 酒田会場（酒田市中町） 平成２５年１０月２７日

取組の背景及 地域で開催されるイベントに参加し、木工品の展示や販売に
び必要性 より国有林の広報活動と木材利用の推進を図る。

【これまでの取組内容】
平成２年の開催時から参加し、森林・林業、国有林野事業の

重要性等を市民にアピールしており、木工品の展示・販売を通
取 組 の 内 容 じて新たな販路・顧客の拡大に努めてきた。

【平成２５年度の取組内容】
これまで同様に木工品の展示販売を実施し、木材製品の良さ

や国有林の公益性について宣伝を実施した。

国有林担当 庄内森林管理署
部局・役割 （国有林ブースの設置）

連携協働相 庄内森とみどりのフェスティバル実行委員会
手先・役割 （関係団体への参加要請、参加体制づくり及び広報活動）

取組の結果、 木製品の展示販売はこれまでと同様に好評を博しており、大
反響、今後の 勢の来客により盛況であった。
課題等

ＰＲの実施状
況及びその期
待する効果



【 参 考 資 料 】

取 組 名 地域のﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ等での森林整備等に関する普及活動（継続）

鶴岡市の広報紙に折り込みで配布されたチラシ（表側）

10/19～20鶴岡会場 10/27酒田会場

国有林ブースの来客状況



平成２５年度 流域管理の取組結果表

．１０９（当初計画： ．１０４） 東北森林管理局No No

取 組 名 ボランティアと連携した海岸林の保全管理（継続）

流 域 名 庄内流域

分 類 番 号 カ－３２

実施箇所及び 庄内海岸砂防林一帯
実施日 平成２５年度

取組の背景及 庄内海岸の砂防林におけるクロマツ林の保全管理は、市民の
び必要性 自主的な保全活動等により実施しているが、今後も砂防林の機

能維持をするには継続した保全活動が求められている。

【これまでの取組内容】
地元ボランティア団体はもとより、小中学生も参加し、下刈

り、枝払等年間十数回の森林ボランティア活動が行われ、極力
取 組 の 内 容 支援・協力を行ってきた。

【平成２５年度の取組内容】
引き続き各森林ボランティア団体等との連携を強化するとと

もに、活動フィールドを提供し住民参加の森林保全活動の定着
・拡大を図るなど、地域と協同した庄内海岸林の保全活動を推
進する。

国有林担当 森林管理署業務Ｇ森林ふれあい担当等
部局・役割 （作業地の調整、作業についての支援・協力）

連携協働相 山形県庄内総合支庁、鶴岡市、酒田市、ＮＰＯ等、各学校
手先・役割 （市広報誌・準備・枝条等の処理）

取組の結果、 地域と一体となって海岸林の保全管理を行うことにより、国
反響、今後の 有林が果たす役割に理解が得られるとともに、将来の海岸林を
課題等 担う子供達の育成に貢献できた。

ＰＲの実施状 活動がマスコミ、市報、機関誌等に掲載されており、一般住
況及びその期 民からも活動に対する理解が高まっている。
待する効果



【 参 考 資 料 】

取 組 名 ボランティアと連携した海岸林の保全管理（継続）

万里の松原地内で実施された松林整備ボランティア 【６月２２日実施】

作業前の注意事項説明状況 下刈り鎌による草刈状況



平成２５年度 流域管理の取組結果表

．１１０（当初計画： ．１０５） 東北森林管理局No No

取 組 名 「遊々の森」における体験林業等の実施（継続）

流 域 名 庄内流域

分 類 番 号 カ－３１

実施箇所及び 「しんちゃんの森」西荒瀬保育園４月～ ３月森林環境教育
実施日 「わくわくの森」羽黒第二小学校６月～１０月森林体験活動

「はまっこ森」 湯野浜小学校 １１月５日

取組の背景及 森林・林業、国有林野事業をより理解してもらえるよう、児
。び必要性 童･生徒を対象として森林環境教育等のフィールドを提供する

【これまでの取組内容】
設定した「わくわくの森 「はまっこ森 「しんちゃんの森」」 」

において体験林業及び森林環境教育の支援・協力を実施した。
取 組 の 内 容

【平成２５年度の取組内容】
これまで設定した「遊々の森」における体験林業等の森林環

境教育の積極的な推進を図るとともに、必要に応じて支援･協
力を行う。

国有林担当 森林管理署業務Ｇ森林ふれあい担当、森林育成担当等
部局・役割 （体験学習、森林環境教育の支援･協力）

連携協働相 山形県庄内総合支庁、羽黒第二小、湯野浜小、西荒瀬保育園、
手先・役割 ＮＰＯ、地元ボランティア団体

取組の結果、 森林が果たす役割（公益的機能）等や、森林整備の必要性に
反響、今後の ついて理解を深めてくれたと思われる。
課題等

ＰＲの実施状 協定締結団体が実施する内容であることから、特にＰＲ等は
況及びその期 実施していないが、活動が広報等に取り上げられ、協定による
待する効果 森林づくりの宣伝効果は上がったものと思われる。



【 参 考 資 料 】

取 組 名 「遊々の森」における体験林業等の実施（継続）

保護者による「遊々の森」の環境整備 【4月20日実施】

西荒瀬保育園のクロマツ探検隊 【5月16日実施】

羽黒第二小ブナの植樹体験【7月6日実施】 湯野浜小の枝打作業【11月5日実施】



平成２５年度 流域管理の取組結果表

．１１１（当初計画： ．１０６） 東北森林管理局No No

取 組 名 森林共同施業団地（候補地）
低 コ ス ト 間 伐 現 地 検 討 会（新規）

流 域 名 庄内流域

分 類 番 号 ウ－１６

実施箇所及び 鶴岡市羽黒町荒川地内
実施日 及び天狗森国有林５７林班 平成２５年１１月２２日

取組の背景及 森林共同施業団地の設定・協定締結に向け民有林と国有林の
び必要性 一層の連携が必要

【これまでの取組内容】
平成 年 月以降、鶴岡市管内で森林共同施業団地の設定24 12

に向けて打合せを実施。
取 組 の 内 容

【平成２５年度の取組内容】
森林共同施業団地候補地において現地を精査しながら制度や

取組の概要について説明した。あわせて、団地候補地内で間伐
の低コスト化に向けた取組等について請負者から説明いただく
とともに作業状況の視察を行い、最後に意見交換を行った。

国有林担当 庄内森林管理署、資源活用課（局 、技術普及課（局））
部局・役割

連携協働相 庄内総合支庁、山形県林業公社、遊佐町、出羽庄内森林組合、
手先・役割 温海町森林組合、北庄内森林組合

取組の結果、 現地検討会の実施により計画路線の重要性・利便性を認識し
反響、今後の ていただくなど、民国が連携して設定する団地や路網整備の必
課題等 要性について理解が図られた。

ＰＲの実施状 関係機関の実務担当者に制度やメリットをＰＲしたことによ
況及びその期 り今後更なる団地の設定が期待できる。
待する効果



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林共同施業団地（候補地）
低 コ ス ト 間 伐 現 地 検 討 会（新規）

開会の挨拶 路網予定箇所の踏査

国有林との境界で説明 ｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞでの集材状況

プロセッサによる枝払及び玉切り状況 意見交換等の状況


